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親愛なる ムス リムの 皆様。 

ひとびと みちび よげんし や あっら 

人々 を 導 く 預言者た ちは、 アツ ラー 

めぐ めぐ 

の しもべた ちへの 恵みです。 この 恵みは、 

よげんし や あ でむ よげんし や むはん まど 

預言者 アー デムから 預言者 ムハンマド ま 

つづ よげんし や むはん まど 

で 続きました。 預言者 ムハンマド はこの 

けいとう さいご そんざい じんるい 

系統の 最後の 存在で あり、 人類す ベて 
に 遣わされた のです。 

よげんし やむ はん まど ねん わか 

預言者 ムハンマドは 目 3 2 年、 別れ 

じゅんれい まんにん いじよう ひと 

の巡ネ L において 10 万人が 上の 人を 

まえ （さいご せっきよう） （わか せっきよう 

前に 『最後の 説教』 （別 れの 説教） 

と して 知られる 簡潔 な 説話を 行 なわれ ま 

せつわ かんたん つぎ 

した。 この 説話は 簡 単にい うと 次の ような 

ないよう ふく 

内容を 含む ものでした。 

おし きほん たう ひ ど 

◊教えの 基本 は タウ ヒー ド 

ゆいいつ かみ しんこう すうはい 

(唯一 神） 信仰 による もので あ り、 崇拝 

そんざい あっら 

される に ふさわしい 存在 はアツ ラーの みで 

ある こと 

いすら む もと ゆうじよう 

〇 イス ラームに 基づく 友情- 

き よ うだい あい こんぽん らいきて き 

兄弟 愛が 根本に もり、 地域的 または 

にくたいてき ちが じゅうよう 

肉体的な 違いは 重 要では ない こと。 

あっら いかい ひと かち あっら 

ア ツ ラーの 位階に おける 人 の 価値は、 アツ ラ 

したが ふるま さ 

一 に 従 わない ような 振舞いを 避け、 あるべ 
き 形 で 敬意を 示す ことによって 示され 
る こと。 

ひと もっと きほんてき けんり 

〇 人の 最 も 基本的な 権利で ある 

せいぞんけん ざいさんし よゆう けん 

生存権、 財産 所有権、 そして 

かていせいかつ しんせい ふか しん 

家庭生活は 神聖 で 不可侵な ものである 


しんたく たいせつ あつか かなら も 

〇 信託を 大切に 扱 レ、、 必 ず 持 
ち 主に 返す こと。 

こじん しや かい せいかつ けいざいてき 

〇 個人 や 社会の 生活、 経済的- 

し ょうぎょう てきかつ どう ひていてき えいきょう 

商業 的 活動 に 否定的な 影響を 

およ ふせい りえき て よういん 

及ぼし、 不正な 利益を 手に する 要因と な 

りし きん 

る 利子が 禁 じられ たこと。 

〇 みして 誰も、 陈 にはを なって 

つみ こんきょ せきにん と 

いない 罪を 根 拠に 責 任を 問われる こと 


はない という こと。 

だんせい じょせい たい けんり も 

◊男性が 女性 に対して 権利 を 持 

じょせい だんせい たい 

ってい るよう に 女性 も 男性に 巧 して 

けんり も じょせい あっら 

権利を 持って いる こと。 女性は アツ ラー か 

しんたく けっこん あっら 

らの 信託で ある こと。 結婚 はた だ アツ ラ 

な せいやく おこな ほうてき 

一の ぶに おいて 誓約を 行い、 法的な 

こんいん けいやく かのう 

婚姻 契 約に よっての み 可能で ある こと。 

かぎ ひとびと ひかり あた 

〇 限りなく 人々 に 光を 与える 

あっら しょくる あ ん よげんし ゃ 

アツ ラ ーの 書 クル ア ーン と、 預言者 

むはん まど い かた すん な 

ムハンマド の 生き方で ある スン ナ は、 

じんるい ひるい いさん 

人 類への 比類な き 遺産で あると いう こと。 

むすり む ふた みなもと 

もし ムス リムが この 二つの 源 に しっか 

りと 結びっけば、 かして 逸脱す る こと も 

ふこう 

不幸に なること もない という こと。 

れきしてき せつわ ばしょ 

〇 この 歴史的な 説話を、 その 場所に 

ひとびと い ろ > みらい せだい 

いない 人々、 言い換えるなら 未来の 世代に 
も 伝 えなければ ならない こと。 


と。 


親愛なる ムス リムの 皆様。 

よげんし ゃ むはん まど 

預言者 ムハンマド によって 1 4 

せいき まえ し すうかげ つまえ かた 

世紀 前、 その 死の 数ヶ月 前に 語られ、 し 

きよう せかい くる いや 

かし 今日の 世界での 苦しみへの 癒 しとなる 

げんそく ふく ことば なんど 

原 則を 含んで いる これらの 言葉を 何度も 

なんど よ じんせい たいげん 

何度も 読み、 人生に おいて 体現 するべく 

っと よげんし ゃ 

努めましょう。 そのよう にして 預言者 

むはん まど うん ま 

ムハンマド に ふさわしい ウン マと なる よう 

どりょく 

努力 しまし ょう。 

きょう ふと ば くる あ ん ことば 

今日の フ ト バをク ルアー ンの 言葉に 

し あっら つぎ 

よって 締めく く ります。 アッ ラーは 次の よう 
おお 

に 仰せられて います。 

ただばん ゆう じひ 

「われは 只 万 有への 慈悲と して、 あ 

つか 

なた を 遣わした だけで ある。」 

しと あた もの 

「また 使徒が あなたがたに 与える 物は 

う きん もの さ 

これを 受け、 あなたがたに 禁じる 物は、 避け 


なさい。」 


